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　神戸支部が 10 月 15 日に開催した神戸支部第 43 回総会（前号既報）。記念講演「抗菌薬

の考え方、使い方　コロナの時代の差異」（講師：神戸大学医学部附属病院感染症内科・

岩田健太郎教授）の感想を紹介する。

神戸支部第 43 回総会　感想文

時代に乗り遅れないよう
抗菌薬の最先端学ぶ

コロナ時代の抗菌薬の考え方についてスライドを示しながら

講演する岩田健太郎・神戸大学教授

　神戸大学感染症内科の岩田健太郎先生の講演会に参加してきました。リアルの参加者が

20 人、ウェブ参加が 70 人と聞いて、まだまだ普段の日常には戻れていないのを実感しま

した。ただウェブ参加のメリットも十分あるので、今後はハイブリッドな講演会が増えて

いくんだろうなと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　岩田先生自身も最近は学会に足を運ばなくてもいいので（海外も）、時間的にも金銭的

にも助かっているとお話されていました。そして海外の研究発表や最新の情報は Twitter

（２面につづく）
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1995 年 1月 17 日　阪神・淡路大震災　あの日・あの時から２８年　ひと・街・くらし

　協会神戸支部も参加する「震災復興長田の会」は、阪神・淡路大震災から 28 年
を迎える日に、メモリアルのつどいを開催します。
　あの日から 28 年経ち、現在の長田の街はどうなっているのでしょうか。長田の
街を歩きながら、震災復興のあり方を考え、参加者の思いや経験を交流します。ぜ
ひご参加ください。

お申し込み・お問い合わせは、℡ 078-393-1807 事務局・小西まで

（１面からのつづき）

から取得しておられる、というのも新鮮でした。先生が Twitter を頻繁に更新するのも

意味があったのですね（笑）。

　講演会の内容に関しては少々難解で、薬剤師の私には半分くらいしかわかりませんで

した。

　抗菌薬は種類も使い方も非常に多く、年々更新されています。勉強を怠っていると岩

田先生が著書で言われるように「時代に乗り遅れ」ます。そんな中でのご講演は、無症

候性細菌尿の治療に対する考え方や日頃よく見かけるマクロライド系薬剤の使い分けな

ど実用的な内容から、最先端の話も多く、ためになりました。

　ただ時代が追いついてないというか、ダイアモンドプリンセス号のゾーニングにして

もそうでしたが、決定するのは国なのでズレが生じるのでしょう。講演のなかで、東日

本大震災の救急診療において、意味のない抗生剤の投与が繰り返し行われていた、とい

うお話がありました。今後システムを完成していく必要があると薬剤師ながら痛感しま

した。

　最後に先生の本にサインまで頂き、ありがとうございました。また、先生ご講演の際

はぜひ、参加したいと思います。

【長田区・かりん薬局　薬剤師　堀池　夕美】

1.17長田メモリアルのつどい
2023 年 1月 17 日（火）9:30 ～　ピフレ長田３階 A会議室にて

神戸・市民要求を実現する会が総会

市民生活まもる社会保障改善を
武村副支部長を代表委員に再任

　神戸支部も参加する「神戸・市民要求を実現する会」は
11 月 30 日、第 12 回総会を協会会議室で開催。加盟各団体
から約 20 人が参加し、活動報告と新年度方針、新役員を承
認した。武村義人・神戸支部副支部長（兵庫県社会保障推進
協議会会長）が代表委員に再任された。
　武村先生は、介護改悪などの社会保障削減に加え、防衛
費増でさらなる歳出削減が進められると懸念を示し、来年 4
月の市議・県議選挙に向け、市民の要求を実現させるためさ
らに運動を強めようとあいさつ。
　加盟各団体からは「中学校給食の無料化をめざし、署名
を積み上げ、当初反対だった自民党も進めざるをえないと
発言している」など運動の取り組みが報告され、神戸市へ
改善要望と懇談依頼を行うことが確認された。

医療や福祉の充実を訴える

武村副支部長


